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1. ま え が き

Gears OS は継続を主とするプログラミング言語 CbC で記
述されている。OS やアプリケーションの信頼性を上げるには
仕様を満たしていることを確認する必要がある。現在 GearsOS
の仕様の確認には定理証明系である Agda を用いている。CbC
では関数呼び出しを用いず goto 文により遷移する。これは
Agda 上では継続渡しの記述を用いた関数として記述する。ま
た、継続にはある関数を実行するための事前条件や事後条件な

どをもたせることが可能である。Hoare triple では事前条件が
成り立っているときにある関数を実行して、それが停止する

際に事後条件を満たすことを確認する。これは継続を用いた

Agda 上では事前条件を継続で関数に渡し、関数からさらに継
続した先で事後条件が成り立つという形で記述できる。本発表

では GearsOS の仕様確認に Hoare triple をベースとした証明
を導入し、今まで行っていた証明との比較を行う。

2. GearsOS

GearsOSについて

3. CodeGearとDataGear

CodeGearと DataGearについて
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Agda と GearsOS
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